
Q
ど
の
よ
う
な
支
援

策
を
講
じ
て
い
る

か
。A

産
業
建
設
部
長

　

①
空
港
周
辺
地
域
に
航

空
宇
宙
関
連
工
場
が

建
設
で
き
る
よ
う
に

「
名
古
屋
空
港
周
辺

小
道
地
区
計
画
」
を

定
め
た
。

　

②
工
場
立
地
法
で
規
定

さ
れ
て
い
る
緑
地
面

積
率
を
2₀
％
以
上
か

ら
５
％
以
上
に
緩
和

し
た
。

　

③
県
道
名
古
屋
空
港
中

央
線
の
構
内
道
路
を

町
道
に
認
定
。

　

④
三
菱
航
空
機
の
従
業

員
の
通
勤
対
策
と
し

て
、
チ
ャ
ー
タ
ー
バ

ス
の
運
行
や
既
存
バ

ス
路
線
の
充
実
な
ど

の
支
援
協
力
を
し
て

い
る
。

Q
愛
知
県
住
宅
供
給

公
社
の
賃
貸
住
宅

は
、
退
去
者
が
多
い
。
Ｍ

Ｒ
Ｊ
支
援
策
と
し
て
、
徒

歩
で
も
自
転
車
で
も
通
勤

で
き
る
距
離
に
あ
る
県
公

社
の
住
宅
を
企
業
に
借
り

上
げ
て
も
ら
っ
た
ら
よ
い

の
で
は
。

A
産
業
建
設
部
長

　

地
方
住
宅
供
給
公
社
法

で
は
、
既
に
入
居
者
が
決

定
し
て
お
り
、
１
戸
ず
つ

で
あ
れ
ば
従
業
員
の
居
住

用
と
し
て
企
業
と
賃
貸
借

契
約
を
す
る

こ
と
は
可

能
。し
か
し
、

将
来
入
居
す

る
予
定
で
、

あ
ら
か
じ
め

ま
と
め
て
企

業
が
借
り
上

げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

Q
障
害
者
の
実
情
や

状
況
を
社
会
福
祉

協
議
会
の
職
員
や
役
場
福

祉
課
は
ど
れ
だ
け
把
握
し

て
い
る
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

社
協
の
職
員
は
事
業
利

用
者
の
障
害
状
況
を
充
分

把
握
し
て
い
る
と
考
え

る
。
福
祉
課
で
は
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
や

手
当
等
の
申
請
受
付
、
ま

た
毎
年
９
月
の
現
況
届
、

あ
る
い
は
障
害
者
自
立
支

援
審
査
会
等
で
個
別
状
況

を
把
握
し
て
い
る
。

Q
高
齢
者
同
様
、
障

害
者
も
気
軽
に
相

談
支
援
を
活
用
で
き
る
、

そ
こ
に
行
け
ば
何
で
も
分

か
る
、
そ
う
い
う
窓
口
が

身
近
に
必
要
で
あ
る
。

A
生
活
福
祉
部
長

　

相
談
支
援
の
充
実
の
た

め
作
業
所
指
導
員
１
名

が
、
相
談
支
援
専
門
員
の

初
任
者
研
修
を
８
月
か
ら

受
講
。
次
年
度
は
、
有
資

格
者
が
複
数
に
な
る
見
込

み
と
聞
い
て
い
る
。

＼一般質問／

Q A&
粟田 昌子 議員

Ｑ・航空宇宙産業集積地の
企業支援策は

Ａ・名古屋空港周辺小道計画の策定、
緑地面積率の緩和などで支援

工場完成間近

Ｑ
・
社
会
福
祉
協
議
会
に
障
害
者
相
談

支
援
専
門
員
の
設
置
を

Ａ
・
初
任
者
研
修
を
８
月
か
ら
受
講
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